
2020年 8月 7日 

【学生向け】新型コロナウイルス感染症対策について 

 
健 康 科 学 大 学  

感染症対策委員会  

  

新型コロナウイルス感染拡大に鑑み、学生の安全確保と学内外への感染被害抑止を最

優先に本学の新型コロナウイルス感染症対策について以下の通り定めました。学生の皆

さんは必ずご確認ください。  

また、新型コロナウイルスに関する情報は、日々状況が変化していくため、国や県の

方針に則り、今後も定期的に対策を更新します。常に最新の情報を確認するようにして

ください。 

なお、本日をもって「【学生向け】新型コロナウイルス感染症への対応について

（20200513）」は廃止とします。 

 

 

１．日常生活において  

（１）毎朝体温を測定し、測定結果を学科から指示された方法に従って「体調及び行動

確認票」に記入してください。1 週間の平均体温を平熱とし、自分の平熱を把握

してください。  

  

（２）人との接触を避けるため、不要不急の外出は控えてください。特に緊急事態宣言

が発令された場合に特定警戒地域として指定された都道府県への移動と海外渡航

は控えてください。 

  

（３）どうしても人との接触が必要なときは、自分が感染しないため、屋内でも屋外で

も人と密接しないように心がけてください。  

  

（４）人と原則 2ｍ以上の距離をとり、会話は必ずマスクをつけて 5分以内で終わらせ

るようにしましょう。  

  

（５）屋内ではマイクロ飛沫を吸わないようにこまめに部屋を換気してください。  

  

（６）手で顔を触らないように心がけてください。  

  

（７）こまめに石鹸で手をあらいましょう。  

  

（８）アルバイトは人との接触機会が増えるので不要不急のアルバイトは行わないよう

にしてください。生活維持のためにやむを得ず行う場合には上記（１）から

（７）に十分留意して行うようにしてください。 

 

 （９）トイレ使用後は、トイレの蓋を閉めてから流してください。 

  



２．大学への登校について  

（１）登校前に自宅で体温を測定して記録し、平熱より１℃以上高い場合、軽度であっ

ても咳・のどの痛みなどの上気道炎症状、嘔吐・下痢などの消化器症状、味覚異

常、嗅覚異常がある場合は登校禁止とします。風邪の症状や平熱より１度以上の

発熱が１日以上続く場合（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）

または 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合は、新型コロナ

ウイルス感染症専用ダイヤル（TEL 0570-036366）に相談してください。  

  

（２）平熱より高い場合や風邪症状など、体調が悪い場合も無理をせず、自宅療養と

し、教員へ連絡して登校はしないでください。  

  

（３）当面の間、体調不良が理由で授業を欠席する場合については、公欠扱いとし、医

師診断書の提出を必要としません。この場合、すみやかに下記８．大学連絡先窓

口へ連絡してください。  

  

（４）自家用車で登校可能な学生は原則的に自家用車で登校してください。その際には

乗り合いをせず一人で乗車して登校してください。  

  

（５）電車やバスを利用する場合は、同乗者と近距離や対面で乗車することを避け、マ

スクをつけ、車内での会話を控えるよう心がけて下さい。  

  

（６）スクールバスでは窓を開けて換気をよくしてください。換気するため車内温度が

下がるので、温度調整ができる服装で登校してください。  

  

（７）自分の体温計を所持している人は、大学内で常に体温を測定できるよう、携帯す

るようにして下さい。  

  

（８）各棟の入り口で手指消毒液の使用、または石鹸での手洗いを行い、マスク着用等

の咳エチケットを徹底して下さい。  

  

（９）感染拡大のリスクを高める①換気の悪い密閉空間②多くの人が密集している③近

距離での会話や大声での発声の３つの条件が重なる場を避けることを心がけて、

行動してください。  

  

（１０）登校後、体調が悪い場合は、速やかに保健室に行き指示を受けて下さい。  

  

 

３-１．身体の接触を伴わない授業（講義、演習等）について  

（１）授業開始前に各学科から指示された方法で「体調及び行動確認票」等の体調管理

の記録を提出してください。  

  

（２）授業中や休み時間中において教職員からの指示があった場合は速やかに従ってく

ださい。  

    

（３）講義中であってもマスクを着用してください。  



  

（４）講義室の座席は他の学生とはマスクを着用した上で原則 1ｍ以上の間隔を空けて

ください。 

 

（５）他の学生との近距離での会話を避け、また大きな声を張り上げないよう注意して

ください。  

    

（６）休み時間中はこまめに手指消毒液の使用、または石鹸での手洗いを行ってくださ

い。  

 

 

３-２．身体の接触を伴う授業（演習、学外・学内実習等）について  

（１）登校指導が予定されている 2週間前から毎日「体調及び行動確認票」を記載して

ください。  

  

（２）登校指導が予定されている 2週間前からアルバイトを含む、感染リスクの要因が

多い外出等を行わないでください。ただし、経済状態などやむを得ずアルバイト

を行う場合には、教員と相談の上、可能な限り感染対策に配慮しておこなってく

ださい。  

  

（３）登校指導が予定されている当日を含めた 2週間前の時期に、以下の様な症状があ

る場合には、すぐに電子メールもしくは電話等を使用し教員へ報告してくださ

い。何らかの症状がある場合には出校は認めません。   

①現在平熱より１度以上高い発熱がある。  

②咳・たん・のどの痛みなどの風邪症状がある。  

③上記風邪症状以外の呼吸器症状がある。  

④味覚異常・嗅覚異常がある。  

⑤嘔吐・下痢などの消化器症状がある。  

  

（４）新型コロナウイルス感染者との接触があった、もしくは接触が疑われる場合には

症状に関係なく、すぐに教員へ報告してください。最低でも接触した日から起算

し 2週間は登校を認めません。  

  

（５）海外へ渡航してから帰国または緊急事態宣言が発令された場合に特定警戒地域と

して指定された都道府県に移動してから 2週間以上経過していない場合、すぐに

教員へ報告してください。最低でも帰国または特定警戒都道府県に移動してから

起算し 2週間は登校を認めません。  

  

（６）その他各学科の担当教員の指示に従ってください。  

  

  

４．学内での飲食について  

（１）他の学生と対面して食事をとることを禁止します。  

  



（２）大学が指定した場所以外での食事を禁止します。  

  

（３）食事中は他の学生との会話を控え、大きな声を張り上げないよう、注意してくだ

さい。  

  

  

５．その他の活動について  

（１）クラブ・サークル活動等、不要不急の課外活動や、カラオケボックス、スポーツ

ジム、ビュッフェスタイルの会食場所など、感染リスクの高い場所への外出は自

粛してください。  

  

（２）海外への渡航は原則として禁止します。  

  

  

６．健康管理について  

下記（１）～（３）の事項が生じた場合には、文部科学省、厚生労働省等が示す以下

の対応を取るとともに、下記８．大学連絡先窓口に連絡し、修学の判断を仰ぐようにし

てください。  

  

（１）次の症状のいずれかが現れた場合  

①風邪のような症状や平熱より１℃以上高い発熱が１日以上続いている。  

②強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ(呼吸困難)がある。  

③味覚または嗅覚異常がある。 

④嘔吐、下痢などの消化器症状がある。  

対応：新型コロナ専用ダイヤル（TEL 0570-036-366）に相談してください。  

※①②③④に当てはまらない場合は、かかりつけ医や近隣の医療機関に相談して

ください。  

  

（２）症状の有無にかかわらず、新型コロナウイルス感染症が疑われる場合   

対応：新型コロナ専用ダイヤル（TEL 0570-036-366）に相談してください。  

  

（３）感染者、濃厚接触者（※）について  

感染者は治癒するまで（医師の許可が出るまで）登校禁止とします。濃厚接触者

は感染者と最後に接触をした日から起算して１４日間の登校禁止とします。この場

合、すみやかに下記８．大学連絡先窓口へ連絡してください。   

 

※濃厚接触者とは（国立研究感染所 HP より） 

同居している人 患者と同居している者 

長時間接触した人 患者と長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった者 

診察、看護、介護した人 適切な感染防護無しに患者を診察、看護、介護した者 

体液に触れた人 
患者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可

能性が高い者 



１メートル程度マスク無し、１５

分以上接触した人 

１メートル程度でマスク無し、１５分以上接触、手で触れることの

できる距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防対策な

しで「患者（確定例）」と１５分以上接触があった者 

（周辺の環境や接触の状況等個々の状況周辺の環境や接触

の状況等個々の状況から患者の感染性を総合的に判断す

る。） 

 ※患者とは確定例のこと、適切な感染防護とはマスクやゴーグルなど。 

 

 

７．海外からの帰国者について 

海外から帰国した場合は、厚生労働省からの指示に基づいた対応を取るとともに、下

記に連絡し、就学の判断を仰いでください。  

 

 

８．大学連絡先窓口   

【健康科学部学生】教務・学生課 ０５５５－８３－５２２０  

【看護学部学生】看護事務室  ０５５４－４６－６６００  

  

  

※参考リンク 

≪厚生労働省 HP≫  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekka ku-

kansenshou/index.html  

≪文部科学省 HP≫  

https://www.mext.go.jp/index.htm  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/index.html
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/index.html
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